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研究成果の概要（和文）：本研究では、東アジア社会調査（EASS）2021健康モジュールを含む日本版総合的社会
調査JGSS-2021H/2022Hを実施して、国際統合データ（有効回答数は日本3081、韓国1205、中国2717、台湾1604）
を作成している。2010年に実施したEASS 2010からの健康状態の変容をとらえた。いずれの社会でもコロナ禍に
おいて主観的健康感は低下せず、慢性疾患の有無は、韓国はほとんど変わらず、日本と台湾で若干増加した。
2000年から継続して実施しているJGSSの累積データと合わせて時系列分析を行い、節電行動や原発への意識等を
含む、社会の持続可能性に関わる人々の意識と行動を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This research conducted the 2021/2022 Japanese General Social Survey which 
included the 2021 East Asian Social Survey Health module, and creating harmonized international 
data. Valid responses were 3081 in Japan, 1205 in Korean, 2717 in China, and 1604 in Taiwan. The 
research examined changes in health by comparing the EASS 2021 data with the EASS 2010 data. In all 
societies, self-rated health has not worsened during the COVID-19 pandemic. Prevalence rates of 
chronic diseases did not change over the ten years in Korea, and the rates slightly increased in 
Japan and Taiwan. Combining the data with the Japanese General Social Survey cumulative data file 
since 2000, the research also explored the perceptions and behaviors on sustainable society, 
including conservation of electricity and attitudes toward nuclear power. 

研究分野： 社会学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
EASS 2010と2021のデータは東アジアの人々の健康状態の変容を明らかにし、JGSS累積データ2000-2022は、日本
人の意識と行動の変容を明らかにする。WAPOR Asia Pacific Conference、東アジア社会調査シンポジウム、国
際社会学会世界社会学会議などで報告し、海外の研究者にデータを紹介している。JGSSダウンロードシステムと
ICPSRから公開することで、多様な分野でデータが活用され、研究の深化が進む。EASS 2010を含むJGSS-2010
は、2023年3月末までに45,124件の利用があり、少なくとも図書26、論文115、研究報告128以上を生み出した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

本研究で比較対象とする韓国・中国・台湾は、互いに干渉しながら各々の経済発展の道筋を辿ってき
た（岩井・上田 2011）。4つの社会はいずれも、異なる政治状況で短期間に工業化、都市化、経済発展
を遂げた。Compressed Modernity (Chang 2010）により、少子高齢化が先鋭的な形で現れ、少子化は韓
国と台湾で、高齢化は日本で顕著である。また、いずれの社会においても、平均寿命と健康寿命が延
び、両者の差は縮小しつつあり、慢性疾患の罹患率も減少傾向にあるが、産業発展段階の違いから、健
康状態および社会環境の変容のスピードは異なっている。 
 
２．研究の目的  

本研究の目的は、東アジアの4つの社会―日本・韓国・中国・台湾―における人々の健康状態および
健康に関連する社会環境を比較することである。韓国・中国・台湾と共同で2010年に実施した「East 
Asian Social Survey 2010 健康モジュール」のデータと比較できる形で、EASS 2021 健康モジュール
を含む日本版総合的社会調査JGSS-2021HとJGSS-2022Hを実施した。健康寿命への関心が高まるなか、
日常的活動に関する新たな指標（歩行や睡眠など）を加えて、主観的健康、心身の機能、社会環境の10
年の変化をとらえ、健康に寄与する要因を深化させた。また、日本独自の研究課題として、社会の持続
可能性に関わる人々の意識と行動―所得の再分配、育児・高齢者の介護責任、自然災害リスク認知、地
域の対応力・存続可能性、再生可能エネルギーの利用、原発政策―のデータを収集し、JGSS累積データ
2000-2018と合わせて分析した。JGSSのデータは、日本学術振興会「人文学・社会科学データインフラ
ストラクチャー構築推進事業」で構築したJGSSデータダウンロードシステムでメンバーに配布した。 

 
３．研究の方法 

韓国・中国・台湾の研究チームと共に、2018年 10 月に大阪で開催した会議以降、健康科学・社会疫
学などの専門家を加えて、EASS 2010健康モジュールの設問を見直した。日本チームは 2019 年 4月に
EASS 2020を含む JGSS-2021H の研究課題を公募した。2019年 8 月の北京会議で、4 チームの案を協議
して、健康モジュールの設問の継続・修正・削除案を固めた。2020 年 1 月の大阪会議では、新たな研
究課題について議論を重ねて、健康モジュール 2021を確定した。日本チームが提案した①日常的な身
体活動（平日の歩行時間・座っている時間、中程度以上の運動）と②睡眠の質・時間、中国チームが提
案した近視の割合、韓国チームが提案した東洋医学ならびに健康の意義が採用された。 

日本チームは、2020 年度「特色ある共同研究拠点の整備の推進事業（日本版総合的社会調査共同研
究拠点）機能強化支援」を得たので、JGSS-2021H と JGSS-2022H は JGSS-2003/2006～2012 と同様に、
留置調査票を 2 種類作成し、調査対象者の半数には留置 A 票（European Social Survey<ESS>との比
較）、残りの半数には留置 B 票（EASS 2021）を組み込んだ。 

データの比較のために継続性を重視して、EASS 2010にも含まれた SF-12を再び組み込んで、2009年
に認定 NPO法人健康医療評価研究機構が開発した「SF健康調査票 SF-12v2™」をライセンス契約して使
用した。具体的には、「主観的健康状態」「身体的健康の問題」「精神的健康の問題」「痛みによる仕
事の困難」「健康問題からくる人づきあいの困難」設問を、健康関連 QOL（Health-related Quality of 
Life）の指標として利用している（吉野・岩井,2021）。 
2020年 1 月以降、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の世界的大流行の状況を踏まえて、JGSS-

2021H と 2022H には、COVID-19 に関連する設問を加えた。具体的には、「新型コロナウイルス感染へ
の不安」「感染リスク」や「感染拡大防止か経済活動か」「行動追跡かプライバシーか」「国境封鎖の
重要性」「移動制限」といった政府の感染政策に対する評価、「政府の対応への評価」「新型コロナウ
イルス感染の責任帰属」などの設問を加えた。 

表１ 各国・地域が実施した調査の概要 

  
日本 韓国 台湾 中国 

JGSS-2021H JGSS-2022H KGSS 2021 TSCS 2021 CGSS 2021 

実施時期 2021 年 1-3 月 2022 年 1-2 月 2021 年 8-11 月 2021 年 9-2022 年 4 月 2021 年 6-9 月 

調査方法 留置法 面接法 面接法 面接法 

調査対象 20～89 歳の男女 18 歳以上の男女 18 歳以上の男女 18 歳以上の男女 

抽出方法 
層化 2 段 層化 4 段 層化 3 段 層化 4 段 

無作為抽出 無作為抽出 無作為抽出 無作為抽出 

調査票 A 票 B 票 A 票 B 票 - - - 

計画標本 3,300 3,300 3,000 3,000 2,400 4,471 4,019 

有効回答数 1,722 1,500 1,564 1,581 1,205 1,604 2,717 

回収率 57.5% 59.2% 57.1% 57.9% 50.2% 35.9% 67.6% 



2021年1月に全国20～89歳の男女6,600人を対象としてJGSS-2021Hを実施し、2022年1月に全国20～89
歳の男女6,000人を対象としてJGSS-2022Hを実施した。韓国・中国・台湾では、それぞれの研究チーム
がプリテストを実施した上で、本調査を実施した（表1）。収集した回答を基に、各チームがデータフ
ァイルを作成して、クリーニングと国際標準職業分類のコーディングを終えた後、日本チームが国際
統合データを作成している。2023年4月に韓国のデータと台湾のデータが届き、2023年6月中旬時点で
は、中国のデータは届いていない。4つのデータがそろい次第、EASS 2021国際統合データのクリーニ
ングを開始し、2024年度中に公開する予定である。 
JGSS-2021Hの特別利用データは2022年4月、JGSS-2022Hの特別利用データは2022年12月にJGSSデータ

ダウンロードシステムから公開した。また、JGSS-2021Hの基礎集計については、2023年3月に 『日本版
General Social Surveys 基礎集計表・コードブック JGSS-2021H』を刊行した。JGSS-2022Hの基礎集計
については、2024年3月に刊行予定である。 
 

４．研究成果 

（１）EASS 2010と EASS 2021の比較 
2010 年と 2021 年のデータにおける回答者の基本属性は、表 2 のとおりである。日本は調査対象を

89 歳までとしているので、本報告書では 20～89歳に限定して、日本、韓国、台湾を比較する。2010年
と 2021年の間に、日本では回答者の基本属性に、とくに大きな違いはみられないが、韓国では平均年
齢が 7 歳近く上昇し、台湾では約 3 歳上昇し、人口構成の変化が顕著である。教育年数の平均につい
ては、韓国ではほとんど違いがみられないが、日本と台湾では伸びている。日本では男女とも約 0.5年、
台湾では男性は 0.8年、女性は 1.5 年長くなった。 

 
表２ 回答者の属性（20～89 歳に限定） 

 
EASS 2010 EASS 2021 

日本 韓国 台湾 中国 日本 韓国 台湾 中国 

有効回答数 2,496 1,523 2,124 3,798 3,381 1,191 1,583 - 

平均年齢 53.7 45.9 47.4 47.6 55.3 52.6 50.3 - 

性別（女性） 54% 53% 51% 52% 51% 58% 53% - 

教育

年数 

男性 12.8 12.7 12.2 9.1 13.4 12.2 13.0 - 

女性 12.4 11.2 10.6 7.8 12.9 11.4 12.1 - 

 
① 健康に関する継続設問 

EASS 2010と EASS 2021のテーマである「健康」
に関する 10 年間の変化について、まず、継続設
問（主観的健康感、慢性疾患など）を中心に基礎
的な研究結果を示す。主観的健康感については、
EASS 2010では、もともと英語で作成されている
当該設問の選択肢を、各チームがそれぞれの言語
に翻訳する過程で、訳が不統一になってしまった。
そこで、EASS 2021では、4 チームが英語の選択
肢を改めて訳し直した。台湾は選択肢の訳を変え
ていないので、2010年と 2021年を比較すること
が出来るが、日本と韓国は、両者を直接比較する
ことはできない。2021 年に、健康状態が良い（「最
高に良い」「とても良い」「良い」の合計）と回答
した人の割合は、韓国では 69.6％、台湾では
57.5％で、日本では 49.8％と 5 割を切っており
最も低い。台湾に着目すると、2010 年には 46.6％
であったので、2021年までの 10 年あまりで約 10
ポイント増えている。 
 次に、客観的健康指標となる慢性疾患の罹患
率をみると、韓国ではこの 10 年間でほとんど変
わらない。一方、日本では 46％から 50％に、台
湾では 33％から 38％に、若干増加している。 
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② 健康に関する新規設問 
 EASS 2021モジュールには、睡眠の質に関する設
問を加え、「非常に良い」から「非常に悪い」の 4件
法で尋ねている。日本では良いと回答した人の割合
は 60.3％（非常に良い 4.3％+良い 56.0％）、韓国で
は 73.8％、台湾では 57.4％で、いずれの社会も 5
割を超えている。日本と台湾は同程度であるが、韓
国は日本と台湾よりも 10ポイントも高い。 
前述の結果を踏まえて、主観的健康感、慢性疾患

の罹患率、睡眠の質について、いずれの指標も韓国
がもっとも良好であることが示唆された。今後、こ
れらと他の健康に関する意識や行動を合わせた分
析に踏み込みたい。 

 
③ 日本における COVID-19 に関する設問    以下は、日本に限定した結果である。 

＜COVID-19に感染する不安感＞ 
COVID-19 に感染する不安感については、2021年

1 月に 76.2％（37.4％がとても；38.8％がある程
度）、2022年 1月に 73.4％(34.1％がとても；39.3％
がある程度）が不安を感じており、わずか 3 ポイ
ントしか減少しておらず、依然として高い水準で
あった。 
 
＜感染は本人の責任なのか＞ 
一般論として、「COVID-19に感染した人は、本人

の責任だ」と思う人の割合は、COVID-19 第 3 波の
真最中にある 2021 年 1月時点で 37.0％（そう思う
4.9％；どちらかといえばそう思う 32.1％）、COVID-
19 第 6 波の真最中にある 2022 年 1 月時点では
33.8％であった。一方、「あなたが感染してしまっ
たら」という質問に対して、自己責任だと回答した
割合は、2021年 1月時点では 5割を上回る 53.2％
（そう思う 11.4％；どちらかといえばそう思う
41.8％）であったが、2022年 1月時点で 48.3％と
5 割を下回ったが、自らに厳しい傾向は続いている。 
 
＜政府の政策に対する意識＞ 
JGSS-2021Hと JGSS-2022Hでは、政府の感染対策

への意見についても尋ねている。「感染拡大防止と
経済活動のどちらを優先すべき」については、2021
年 1月時点では、どちらともいえないにあたる「5」
の回答は 20％で、感染拡大防止を優先する（0～4）
が 68％を占め、経済活動を優先する（6～10）は 11％
にすぎない。2022 年 1 月時点では、どちらともい
えないにあたる「5」の回答は 30％で、感染拡大防
止を優先する（0～4）が 43％を占め、経済活動を
優先する（6～10）は 24％であった。感染拡大防止
を優先する割合は 25ポイント減少し、経済活動を
優先する割合が 13 ポイント増加した。 

「移動制限の重要性」については、2021 年 1 月
時点で、どちらともいえないは 17％、制限するこ
とが重要であると考える人は 75％を占め、重要で
ないと考える人は 7％に過ぎない。2022 年 1 月時
点では、どちらともいえないは 24％、制限するこ
とが重要であると考える人は 56％、重要でないと
考える人は 17％であった。重要であると考える人
が約 20％減少したが、依然として過半数を超えて
いた。 
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（２）JGSS累積データによる分析 

JGSS では、節電行動に関しては 2002 年の調査から、再生可能エネルギーに関しては 2008 年の調査
から、原発政策への意見については 2012年の調査から、設問を取り入れてデータを収集している。こ
れらの設問に対する回答の推移をみることで、人々の環境に関する意識や行動についての変化を検討
することができる。 

① 節電行動と再生可能エネルギーの利用 

節電行動に関しては、「電気をこまめに消す」習慣は、
東日本大震災の前から日本に根付いていた。2002 年の時
点で 84.7％が「こまめに」（よく 47.8％+時々36.9％）消
していた。2008年は 89.2％、2012年は 90.0％、2015 年
は 88.2％、2018 年は 87.8％で、2021年は 88.8％、2022
年は 88.9％で、ほとんど変化はない。JGSS-2012以降は、
消費電力を積極的に減らす工夫―照明を間引く、冷房の
設定温度を上げる、日よけを活用する、扇風機に切り替
える―についても尋ねている。東日本大震災後には多く
の人が取り組み、2012 年は 76.3％（よく 30.8％+時々
45.5％）であったが、2015年は 73.9％、2018年は 71.4％、
2021年は 74.2％、2022年は 73.9％で微増している。 

再生可能エネルギーの利用については、JGSS-2008 以

降、ソーラーパネル、深夜電力、エコウィル・エコキュ

ートと低公害車の自宅における利用の有無について尋ねている。エコウィル・エコキュートと低公害

車の利用については、緩やかに増加している。一方、ソーラーパネルと深夜電力につては、2018 年ま

では増加傾向であったが、2021年ではほぼ横ばいとなっている（図 9）。 

 

② 原発政策への意見 

 原発政策への意見に関しては、「原発全廃」派が、2012

年は 54.2％（即全廃 13.2％+長期的にはすべて廃止 41％）、

2015 年は 53.6％、2017 年は 50.5％、2018 年は 52.7％

と過半数を超えていたが、2021 は 43.5％、2022 年は

38.6％と 5割を下回っており、減少傾向がみられた。一

方、「現状維持」派（稼働し、数は増やさない）は、2012

年は 18.6％であったが、2022 年には 35.7％と約 2 倍に

増加した。 

以上のように、EASS 2010と EASS 2021の比較および

JGSS  累積データから、東アジアにおける人々の健康

状態および健康に関する社会環境の変容や、日本国内で

の社会の持続可能性にかかわる人々の意識と行動の変

化についての分析が可能になった。また、コロナ期間中

に、2年連続で COVID-19に関連する設問を組み込んで調

査を実施したことで、COVID-19 が人々の生活や健康への意識と行動に与える影響を検討することが可

能になった。EASS 2021のデータは、2024年度中に一般公開する予定である。大阪商業大学 JGSS研究

センターが構築した JGSSデータダウンロードシステムに掲載するとともに、海外のアーカイブにも寄

託する。幅広い研究分野にかかわる国際比較が可能なデータを提供することで、さらに多くの研究者

による 2 次利用が可能となる。 
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